
　
　

特
産
協
設
立
か
ら
三
セ
ク
に

移
行
す
る
ま
で
の
各
製
品
の
年
次

販
売
数
と
販
売
金
額
、
及
び
サ
ト

ウ
キ
ビ
栽
培
戸
数
、
並
び
に
作
付

面
積
の
推
移
を
問
う
。

　

黒
糖
販
売
金
額
は
、
平
成
21
年

か
ら
25
年
度
ま
で
の
年
平
均
４
４

７
万
円
、
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
は
24
年
度

１
０
４
万
円
、
25
年
度
３
６
０
万

円
で
、
そ
の
他
製
品
が
、
21
年
度

か
ら
の
５
年
間
の
年
平
均
額
が
２

９
８
万
円
。

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
農
家
数
と
作

付
面
積
は
、
こ
の
５
年
間
50
戸
前

後
、
面
積
は
３
５
４
ア
ー
ル
で
、

ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
。

　
　

町
は
、
特
産
協
の
運
営
に
係

わ
り
様
々
な
努
力
、
試
行
錯
誤
を

し
て
き
た
と
思
う
が
、
現
場
で
は

プ
ラ
ス
面
、
マ
イ
ナ
ス
面
が
必
ず

出
来
る
。
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

を
、
新
会
社
で
ど
の
よ
う
に
活
か

し
て
い
く
考
え
か
。　　

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
、
プ
ラ

ス
面
は
公
的
な
信
用
力
で
商
談
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
入
れ
る
点
で
、
個

人
や
民
間
企
業
と
は
違
う
効
果
が

あ
る
。
マ
イ
ナ
ス
面
は
、
市
場
の

ニ
ー
ズ
に
合
う
商
品
を
作
る
必
要

が
あ
る
こ
と
だ
。

　
　

引
き
継
ぐ
財
産
の
種
類
と

数
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
金
額
に
換

算
す
る
と
い
く
ら
か
。
在
庫
が
あ

門
田 

産
業
推
進
室
長

門
田 

産
業
推
進
室
長

門
田 

産
業
推
進
室
長

門
田 

産
業
推
進
室
長

大
西 

町
長

大
西 

町
長

る
と
す
れ
ば
品
目
と
数
量
、
合
計

金
額
は
い
く
ら
で
、
ど
の
よ
う
に

処
理
す
る
考
え
か
。

　

引
き
継
ぐ
財
産
は
、
機
器
類
、

備
品
な
ど
15
種
、
金
額
に
し
て
17

万
円
ほ
ど
で
在
庫
品
は
黒
糖
な
ど

合
計
で
１
１
０
万
円
。

　
　

何
故
、
解
散
す
る
会
社
が
多

い
と
い
わ
れ
る
三
セ
ク
で
の
缶
詰

会
社
設
立
と
な
っ
た
の
か
。

　

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
民
間

の
投
資
能
力
が
低
下
す
る
中
、
地

域
経
済
へ
の
貢
献
、
ま
た
雇
用
状

況
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

指
す
こ
と
に
し
た
。
更
に
、
民
間

と
比
べ
て
間
違
い
な
く
三
セ
ク
は

経
営
上
有
利
で
あ
る
。

　
　

新
会
社
立
上
げ
か
ら
の
国
、

県
の
補
助
と
本
町
の
出
資
合
計
額

は
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
で
事
業
費

が
１
億
７
千
万
円
。
こ
の
う
ち
一

般
財
源
が
６
７
０
０
万
円
。

　
　

将
来
想
定
す
る
会
社
の
規

模
、
目
標
利
益
額
、
設
備
、
想
定

目
標
計
画
、最
終
投
資
額
を
問
う
。

　

将
来
想
定
規
模
、
関
連
事
項
に

つ
い
て
、
現
段
階
で
は
明
確
に
示

せ
る
段
階
に
な
い
。
現
在
は
、
最

小
投
資
の
整
備
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
減
価
償
却
を
見
込
め
る
収
支

と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

地
域
の
働
く
場
の
ニ
ー
ズ
が
高

い
こ
と
と
、
投
資
リ
ス
ク
の
評
価

の
バ
ラ
ン
ス
が
判
断
材
料
と
な

る
。

　

事
業
拡
大
の
可
否
は
、
現
在
進

め
て
い
る
商
談
を
基
に
、
規
模
拡

大
に
伴
う
原
料
調
達
コ
ス
ト
、
総

体
的
な
人
件
費
率
の
低
減
な
ど
投

資
リ
ス
ク
の
評
価
が
判
断
材
料
に

な
る
。
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